
一 般 質 問
問　
駅
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置

を
東
武
鉄
道
に
要
請
を
。

答　
東
武
東
上
線
改
善
対
策

協
議
会
に
お
い
て
、
毎
年
、

駅
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
の
要

望
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

問　
ふ
じ
み
野
駅
改
札
口
と

連
結
し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

西
口
に
整
備
す
る
こ
と
に
つ

い
て
も
、
東
武
鉄
道
に
対
し

て
要
請
を
。

答　
新
た
な
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
の
要
望
は
考
え
て
い
な

い
。公

共
事
業
に
係
る 

 
労
働
者
の
労
働
環
境

問　
賃
金
の
支
払
い
状
況
を

適
切
に
把
握
す
る
た
め
に
、

市
は
公
共
事
業
の
受
注
者
に

対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
や
聞
き
取

り
を
行
っ
て
い
る
が
、
さ
ら

に
市
と
し
て
対
応
を
徹
底
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
労
働
環
境
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
に
疑
義
が
生
じ
た

場
合
に
は
契
約
約
款
に
基

づ
き
、
必
要
な
調
査
を
行

う
。
調
査
の
結
果
、
不
適

切
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に

は
改
善
指
示
を
行
う
。

　
改
善
指
示
に
従
わ
な
い
、

報
告
内
容
に
虚
偽
が
あ
っ

た
場
合
に
は
入
札
参
加
停

止
等
の
措
置
を
講
じ
た
上

で
、
契
約
解
除
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
規
定
と
な
っ

て
い
る
。

問　
浸
水
リ
ス
ク
の
高
い
地

域
に
お
け
る
自
力
避
難
困
難

者
へ
の
対
応
は
。

答　
避
難
行
動
要
支
援
者
に

つ
い
て
は
、
地
域
自
治
組
織
、

民
生
委
員
、
消
防
な
ど
の
関

係
機
関
と
の
情
報
共
有
や
連

携
強
化
等
を
図
り
、
円
滑
な

避
難
行
動
に
つ
な
げ
る
よ
う

に
努
め
て
い
く
。

問　
避
難
所
に
フ
ァ
ミ
リ
ー

タ
イ
プ
の
テ
ン
ト
の
設
置
を
。

答　
４
、
５
人
用
の
テ
ン
ト

を
指
定
避
難
所
20
ヵ
所
に
各

3
張
り
、
福
祉
避
難
所
に
15

張
り
、
防
災
備
蓄
品
管
理
倉

庫
に
25
張
り
、
合
計
１
０
０

張
り
用
意
し
て
い
る
。

市
内
循
環
ワ
ゴ
ン
の 

 

利
用
者
負
担
軽
減

問　
市
内
循
環
ワ
ゴ
ン
の
利

用
者
の
負
担
軽
減
策
と
し
て
、

高
齢
者
無
料
パ
ス
の
復
活
を
。

答　
減
免
制
度
の
拡
大
は
考

え
て
い
な
い
が
、
今
回
の
見

直
し
で
は
現
行
コ
ー
ス
を
改

善
し
た
ほ
か
、
新
た
な
コ
ー

ス
を
設
定
し
、
実
質
増
便
し

た
。
運
行
経
費
が
増
加
し
た

が
、
運
賃
設
定
を
維
持
す
る

よ
う
配
慮
し
た
。

問　
自
衛
隊
施
設
の
「
強
靭

化
」
計
画
に
大
井
通
信
所
が

明
記
さ
れ
た
。
攻
撃
の
標
的

と
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
大

井
通
信
所
は
、
近
隣
に
学
校

も
あ
る
よ
う
な
地
域
に
置
か

れ
て
い
る
。
市
民
の
安
全
を

守
る
対
策
は
。

答　
埼
玉
県
基
地
対
策
協
議

会
を
通
じ
て
、
関
係
省
庁
に

要
望
書
を
提
出
し
て
い
る
。

お
出
か
け
サ
ポ
ー
ト
タ

ク
シ
ー
の
利
便
性
向
上

問　
利
用
回
数
と
補
助
金
の

上
限
を
な
く
し
、
事
業
創
設

当
初
に
戻
す
べ
き
で
は
。

答　
一
部
の
人
だ
け
で
な
く

誰
も
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

回
数
と
補
助
金
額
に
上
限
を

設
け
、
公
平
性
を
図
っ
た
。

水
宮
地
区
の 

 

排
水
ポ
ン
プ
常
設
化
は

問　
２
０
１
５
年
、
県
は
常

設
化
を
認
め
た
。
そ
の
後
の

進
捗
は
。

答　
国
道
２
５
４
号
バ
イ
パ

ス
区
画
整
理
地
内
に
整
備
す

る
調
整
池（
約
９
万
８
千
㎥
）

の
効
果
に
期
待
で
き
る
の
で
、

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、
そ
の

後
改
め
て
検
討
し
た
い
。

歯
科
口
腔
保
健
事
業 
 

の
充
実

問　
歯
科
衛
生
士
な
ど
専
門

職
の
活
用
を
。

答　
埼
玉
県
歯
科
衛
生
士
会

等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

歯
科
口
腔
に
関
す
る
教
育
を

推
進
し
た
い
。

ポンプ車による排水作業

一 般 質 問
問　
無
償
化
に
つ
い
て
市
の

考
え
は
。

答　
給
食
費
の
無
償
化
は
、

国
の
政
策
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

食
材
費
の
高
騰
分
に
つ
い
て

は
、
保
護
者
に
負
担
を
求
め

る
こ
と
な
く
公
費
を
投
入
し

て
い
る
。

親
亡
き
後
の
障
が
い
者

の
生
活
の
場
の
確
保
を

問　
90
歳
の
親
が
60
歳
の
障

が
い
者
を
ケ
ア
す
る
ケ
ー
ス

な
ど
、
親
の
高
齢
化
は
深
刻

だ
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
増

設
等
の
具
体
策
は
。

答　
親
と
同
居
の
50
歳
以
上

の
障
が
い
者
は
１
７
５
人
い

る
。
そ
の
内
の
２
割
を
父
母

等
が
介
護
し
て
い
る
。
緊
急

時
対
応
事
前
登
録
な
ど
、
障

が
い
者
本
人
や
家
族
と
「
障

が
い
者
総
合
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
り
あ
ん
」
と
の
関
係
が

継
続
す
る
体
制
を
整
え
て
い

る
。

　
市
内
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

は
10
ヵ
所
。
重
度
の
障
が
い

者
が
入
居
で
き
る
所
は
少
な

い
の
で
、
社
会
福
祉
法
人
等

か
ら
相
談
が
あ
れ
ば
、
施
設

整
備
費
補
助
金
の
申
請
に
向

け
協
力
し
て
い
く
。

地
域
自
治
組
織
の 

 

危
機
打
開
策

問　
役
員
の
な
り
手
不
足
対

策
と
し
て
学
校
な
ど
と
の
協

力
・
連
携
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

答　
ス
ポ
ッ
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
地
域
協
働
学
校
な
ど
と

課
題
を
共
有
す
る
な
ど
の
支

援
を
し
て
い
き
た
い
。

問　
公
用
車
に
導
入
す
る
こ

と
な
ど
を
踏
ま
え
、
本
庁
舎

以
外
の
公
共
施
設
に
も
充
電

設
備
の
設
置
が
必
要
で
は
。

答　
現
在
進
め
て
い
る
太
陽

光
発
電
導
入
可
能
調
査
に
お

い
て
、
駐
車
場
の
太
陽
光
発

電
か
ら
充
電
で
き
る
設
備
の

設
置
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

帯
状
疱
疹
の
重
篤
化
を

防
ぐ
た
め
に

問　
帯
状
疱
疹
に
罹
患
し
、

後
遺
症
に
悩
ま
さ
れ
る
人
が

い
る
。
予
防
接
種
の
必
要
性

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　
50
歳
以
上
は
発
症
リ
ス

ク
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
り
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
発
症
し
な

い
た
め
の
選
択
肢
の
一
つ
と

考
え
て
い
る
。

障
が
い
児
の
18
歳
以
降

の
支
援

問　
障
が
い
児
が
18
歳
に
な

る
と
、
今
ま
で
受
け
ら
れ
た

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ず
、

戸
惑
う
保
護
者
が
い
る
。
な

だ
ら
か
に
接
続
す
る
制
度
が

必
要
で
は
。

答　
対
象
年
齢
の
拡
大
な
ど
、

必
要
な
制
度
の
見
直
し
に
関

し
、
国
や
県
に
要
望
し
て
い

く
。中

一
ギ
ャ
ッ
プ
を 

 

見
据
え
連
携
強
化
を

問　
小
学
校
と
中
学
校
で
の

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
交
流
を
。

答　
手
法
に
つ
い
て
研
究
を

重
ね
、
実
施
に
向
け
検
討
し

て
い
く
。

問　
大
阪
府
岸
和
田
市
で
は
、

昨
年
11
月
に
長
女
と
３
女
を

保
育
所
へ
送
り
、
２
女
を
別

の
保
育
所
へ
送
っ
た
と
思
い

込
み
、
車
内
で
熱
中
症
で
亡

く
な
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事

故
が
あ
っ
た
。
最
初
か
ら
同

一
保
育
所
へ
入
れ
る
よ
う
可

算
点
数
の
見
直
し
が
必
要
で

は
。

答　

入
所
時
の
条
件
は
、

き
ょ
う
だ
い
に
関
わ
ら
ず
公

平
に
考
え
て
い
る
。

問　
き
ょ
う
だ
い
が
既
に
保

育
所
に
い
る
場
合
の
対
応
は
。

答　
既
に
き
ょ
う
だ
い
が
入

所
し
て
い
る
場
合
は
、
１
人

入
所
は
１
点
、
２
人
以
上
入

所
は
２
点
加
算
さ
れ
る
。
す

で
に
、
別
々
の
保
育
所
に
入

所
し
て
い
る
き
ょ
う
だ
い
が
、

ど
ち
ら
か
一
方
へ
転
所
の
申

請
を
す
る
と
40
点
加
算
さ
れ
、

同
一
の
保
育
所
へ
入
り
や
す

く
な
る
。

耕
作
放
棄
地
へ
の
課
税

問　
木
が
生
い
茂
り
数
十
年

に
わ
た
り
耕
作
し
て
い
な
い

農
地
の
課
税
状
況
は
。

答　
国
が
示
す
固
定
資
産
評

価
基
準
に
基
づ
き
、
現
況
の

地
目
に
よ
り
課
税
を
行
う
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。
現
状
か

ら
農
地
と
し
て
復
元
で
き
る

状
態
に
あ
る
場
合
は
農
地
、

で
き
な
い
場
合
は
雑
種
地
と

し
て
地
目
認
定
を
行
う
こ
と

と
な
る
。

　
今
後
、
農
業
委
員
会
と
連

携
し
て
他
市
町
の
動
向
も
踏

ま
え
適
正
な
課
税
に
努
め
た

い
。

本庁舎の充電設備

給食センター

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の

推
進
を

床
井
　
紀
範 

議
員

水
害
時
の
避
難
救
助
と

避
難
所
の
整
備
体
制

田
中
　
早
苗 

議
員

き
ょ
う
だ
い
の

保
育
所
入
所
へ
の
配
慮

原
田
　
雄
一 

議
員

電
気
自
動
車
の

充
電
設
備
の
充
実
を

小
林
　
憲
人 

議
員

学
校
給
食
の
無
償
化
を

塚
越
　
洋
一 

議
員

大
井
通
信
所
の
役
割
と
危
険
性

足
立
　
志
津
子 

議
員
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